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排 除/包 括 を演 じる集 会

ジュデ ィス ・バ トラー 「アセンブ リ」への応答

下河辺 美知子

はじめに
　 　ぎ　り

二十一世紀の集会

人 が 集 まっ て い る 。 そ の 光景 に た い して 、 わ れ わ れ は どん な言 葉 を 向 け る

こ とが で きる で あ ろ うか 。 「人 々 は何 の た め に集 ま って い るの か?」 「人 々が

そ こで 共 有 して い る言 葉 は何 な の か?」 「そ の メ ッセ ー ジ は ど こ に向 け られ

て い るの か?」 「自分 が 参 加 した 集 会 だ とす れ ば 、 自分 は何 を 求 め て そ こ に

い た の か?」 「参 加 して い な い とす れ ば、 集 ま っ た 人 々 と自分 は どの よ う な

関係 に あ る の か?」 等 な ど。

英 語 のassembleは 動 詞 で あ るが 、 他 動 詞(「 集 め る 」)と 自動 詞(「 集 ま

っ て くる」)の 両 方 に使 う こ とが で きる。 他 動 詞 の 場 合 「集 め る主 体 」 が ま

ず 設 定 され 、 「集 め られ る客 体 」 が そ こ に現 れ て くる。Webste7・'sThiγdNeze'

inte7"nαtionαLI)iotionαTyに よれ ば、 他 動 詞 のassembleに は 、 そ の 目的語 の

種 類 に よっ て二 つ の 意味 が 挙 げ られ て い る 。一 つ は 「人」 を集 め る もの で あ

り、 今 一 つ は 「人 以外 の もの 」 を集 る もの で あ る 。1一 方 自動 詞 で は、 「人 」

が 主語 とな り、 そ こ に は足 を使 っ て そ の場 に赴 く人 間 の意 思 が あ る。 集 ま っ

て くる に は何 か 目的が あ り、集 まっ て で きた集 会 は何 らか の 同一 性 を表 現 す

る こ とに な る 。

で は 、 人 が あ つ まる 「集会(assembly)」 に は どの よ う な種 類 が あ る の だ

ろ うか 。 同 じ くVVebster'sThi7・dNeωinte7"nαtionαIDictionαryで 見 て み よ う。

名 詞assemblyの5つ の 意 味 の 中 で 、 「集 会 」 に あ た る の は1.のacompany

ofpersonscollectedtogetherinoneplaceusu,forsomecommon

purposeで あ る。 さ らに1.の 中 に は(a)～(e)ま で の5つ の 意 味 が 掲 げ ら

れ て お り、 そ の 各 々 が 集 合 す る 人 々 の 属 性 を表 して い る。(b)「 特 定 の 宗 派

の運 営 委 員 会 」、(c)「 社 交 的 な 集 ま り」、(d)「 教 会 にお け る宗 教 的 な 集 ま り」、

(e)「 学 校 運 営 や 教 育 の 場 と しての 生 徒 会 や 学 校 ・大 学 の 集 ま り」 で あ る。

これ ら4つ に対 して(a)の 意 味 が対 立 して う きあが っ て くる 。 そ れ は 、「大

文 字 で 」 とい う こ とわ り書 きの も とに示 され た意 味 、立 法 機 関 と して の 「議
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会 」 で あ り、 例 と してTheAssemblyofNewYorkState(ニ ュー ヨー ク州

議 会 下 院)な どが あ が って い る。 他 の 「集 会 」 は 自 らの 意 思 で 参 加 す る こ と

が で きるが 、 議 会 と して の 「集 会 」 は選 挙 に よ って 選 ば れ た 代 議 員 の み が 集

う もの で あ る。 間 接 民 主 主 義 の 代 議 制 とい う シ ステ ム の 中 で 人 が 集 ま って い

る とい う意 味 に お い てassemblyに 「議 員 と して の 集 会 」 とい う意 味 が あ る

こ とを考 え てお く必 要 が あ る。

一 方 、assemblyの1.の 定 義 「共 通 の 目的 を も っ て、 一 つ の 場 所 に 集 ま

った 人 々」 に立 ち返 る と き、 代 議 制 に よ る政 治 に対 して 異 言義を 申 し立 て るた

め の 「集 会 」 が 立 ち上 が って くる。 議 会 とい う 「集 会 」 は、 議 会 の 持 つ 権 力

に物 申す 人 民 の 「集 会 」 か らの 声 を聞 く義 務 が あ る。 しか し、 時 と して 「議

会 」 は デモ な どで 示 され る 「集 会 」 の 活 動 を恐 れ 、妨 害 し、鎮 圧 しよ う とす る。

本 稿 で は、 二 十 一 世 紀 社 会 にお け る人 民 集 会 と して の 「集 会 」 の 意 味 を考 え

るが 、 こ とに新 自 由主 義 にお け る人 間 の 心 理 、 お よび 集 会 に集 ま った 人 々が

共 同で 発 す る声 の 二 つ につ い て 論 じて み た い 。

1.集 会の場一人民主権の可視化

代議制議員が構成する立法府としての 「議会」の持つ権力に対 し、選んだ

側の民衆が異議を表明する手立ての一つが、デモなどによる 「集会」である。

そ して、そこには人民主権の原則が確認されな くてはならない。人民主権は

今ではほぼ万国の基礎 と見なされているが、十八世紀アメリカ国家を仔細に

分析 したアレクシス ・トクヴィルは、「人民主権の ドグマをその正 しい価値

において評価 し、その社会事象への適用を研究 し、その利害損失を判断する

ことがで きる国が世界のどこかに一国だけあるとすれば、その国こそアメリ

カである」 と述べている。(58)

トクヴィルは、 しか し、人民主権がはじめからアメリカで声高々に唱えら

れたわけではないとも言う。母国に主権 を握 られていた植民地は、(人 民主

権の)原 理を法律の中に明示することはできなかった。そこで彼らが したこ

とは何だったのか。 トクヴィルは以下のように言う。

…it(thedogmaofthesovereigntyofthepeople)had

thereforetoliehiddeninthθPγovMc②ctlαsseηzわLies,
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especiallythatofthetownship.Thereitspreadsecretly.(59

italicsShimokobe)

植 民 地 の 人 々が 人 民 主 権 を心 に 宿 した と き、 そ れ は 「隠 され て い な くて

は な らず 」 そ ん な 中 、 「密 か に拡 大 して い っ た 」 の で あ る。 主権 を持 たぬ 側

が 人 民 主 権 の 原 理 を 育 ん だ場 、 そ れ こ そ が 、 地 方 的 集 会(theprovincial

assemblies)で あ った 。

そ の 後 、独 立 革命 を経 て ア メ リカ は主 権 国家 の地 位 を得 る。 人民 主 権 の原

理 は 、小 さな 集会 を は な れ 、 国家 の 中 で 明示 され 「す べ て の法 律 を支 配 す る

法律(thelawoflaws)」(59)と な っ たの で あ る。

※

民 衆 の声 が 権 力 に対 抗 しそ の成 果 を上 げ る場 と して の 人民 集 会 に は どの よ

うな力 が 宿 っ て い る の だ ろ うか?こ こ で思 い 出 した い の は 、 間接 民 主 主 義 社

会 に お け る権 力 は 、選 挙 で選 ば れ た議 員 に よっ て構 成 され る 「議 会 」 とい う

集会 に 置 か れ て い る こ とだ 。 「議 会 」 とい う集 会 と、 「人民 」 が 集 う集 会 とは、

同 じassernblyと い う語 の 二 つ の 意 味 で あ りな が ら緊 張 関 係 に あ る。 前 者 の

機 能 は 後者 の 意 図 を表 象(represent)す る こ とが 出 来 る の か?

ジ ユデ イス ・バ トラー はNotesTozvα7・dαPe7'fo7・mαtiveTheo7・?yof-Assembly

(2015)を 書 い た 目的 を以 下 の よ う に言 って い る。

Thisbookwill…suggestthatdebatesaboutpoρu乙 αγ

dθ ηzoη ・strαtio?zstendtobegovernedeitherbyプ 診αγsof

chaosorbyradicalhopeforthefuture,thoughsometimes

fearandhopegetinterlockedincornplexways.(1-2italics

Shimokobe)

バ トラー は この本 で 、assemblyの 意 味 を 「議 会 」 にた い す る 「民 衆 集 会 」

publicassemblies)に 絞 り、そ の 人民 の集 会 の 中で も、「民 衆 デモ 」(popular

demonstrations)に フ ォー カ スす る。 彼 女 は 、 二 十 一 世 紀 新 自由 主 義 空 間

に お け る そ の 集会 の 空 間が 「恐 怖 」 と 「希 望 」 の混 交 した空 間 で あ る と言 う
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が 、研 ぎす ま され たバ トラ ー の議 論 を予 想 す る読 者 は、 政 治 の場 で あ る集 会

に つ い て の議 論 の 中心 に恐 怖 と希 望 とい う人 間心 理 が 置 か れ て い る こ とに 多

少 の驚 きを覚 え 、一 方 、大 い な る期 待 を もっ て こ の本 を読 み始 め る の で あ る。

人民 集会 を論 じる とは言 え 、そ れ はあ くまで 立 法 府 と して の 権 力 を持 つ 「議

会 」 との 関係 の 中 で行 わ れ な け れ ば な らな い。 議 会 とは 、選 挙 に よ っ て選 ば

れ た 議 員(representative)が 人 民 を代 表 す る(represent)場 で あ る とす

れ ば 、 そ の 表 象(representation)そ の もの の 有 効 性 、 正 当性 が 問 わ れ る

こ とに な る 。選 挙 とは 、 人民 主 権 を行 使 す る た め の手 段 で あ る と して も、 投

票行 動 に よっ て 主権 が 人民 か ら代 議 員 へ と過 不 足 な く受 け渡 さ れ る わ け で は

な い 。バ トラ ー は こ の 間 の事 情 を翻 訳 の メ タ フ ァー を用 い て説 明す る。

So"popularsovereignty"certainlytγ αns乙 αtαE)1θinto

electoralpowerwherlthepeoplevote,butthatisneverafull

oradequatetγctns乙 α伽 η.Somethingofpopularsovereignty

remainszentγ αnstαtαble,nontγ αnsferctble,andeven

unszLわstitzetα わ乙θ,whichiswhyitcanbotん θ1θctαn(1(麗 ∬olve

γeginzes.(162italicsShimokobe)

投票行動によって人民主権が別の空間に移転するとき、それは決 して 「十

全で適切な翻訳」 とはなりえず、そこには変質 ・変換がおこる。議会 という

場にもたらされた後 も、人民主権は 「翻訳不可能性」「転移不可能性」「代表

不可能性」という残余 として人民の側に留まっている。

間接民主主義社会がかかえる最大のテーマである 「代表制」の持つ断絶に

われわれはどう対処するのか。先の引用の中で、バ トラーが翻訳不能性 とい

う事態を先行詞 とするwhich以 下で述べたさりげない言葉が光を放つ。「だ

からこそ、それは体制を選出することも、崩壊 させることもで きるのだ。」

人民によって 「選出された」議会であるが、それが人民主権を表象 しないと

きは 「崩壊 させる」ことができる。議会の権力を壊す権力が人民主権の神髄

であるというならば、人民の集会 としてのassemblyは 、代表制に還元 しえ

ない力が発揮 される場であると言えよう。
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2.集 会 の場 で起 こっている こと(1)一 排 除 と包括

「集 会 」 に集 う人 々 は 、一 人 ひ と り自分 が そ の 集 会 に参 加 して い る こ との

意 味 を 意識 して い る 。 で は そ こ で は何 が 起 きて い る の か?バ トラ ー は次 の よ

うに指 摘 す る 。2

Sowhenagrouporassemblyororchestratedcollectivity

callsitself"thepeople,"theywielddiscourseinacertain

way,makingPresurnptionsaboutω んo乞s乞nclzedθdandω んo

乞snot,andsounwittinglyrefertoαpoPu乙 αtio?zω んo②snot

``tんθ1)θol)te
,"(4italicsShimokobe)

集会 の参 加 者 が 自分 た ち を 「人民("thepeople")」 と呼 ぶ と き、彼 らは 「言

説 を操 る こ とに よ り、誰 が 含 ま れ 、誰 が 含 ま れ な い か とい う推 定 」 を行 っ て

い る 。 包括 の言 説 は 、 こ こ で は排 除 の言 説 と して も機 能 して い る わ け で あ る。

こ こで 、排 除 に つ い て のバ トラ ー の洞 察 を紹 介 して お きた い。 排 除が 行 わ

れ た と して 、 「排 除 が 行 わ れ て い る と い う こ とが 理 解 さ れず に排 除 が 生 み 出

され て い る」(4-5)と 言 うの で あ る。 なぜ な らば排 除 は 「しば しば 自然 化 され、

自明 の 「事 態 」 とな っ て い る」(5)か らで あ る 。 で は 、集 会 にお い て 「人 民 」

を 名 乗 る人 々が 排 除 の 言 説 を使 っ て 「人 民 」 を定 義 す る と き、 「人 民 」 とい

うシ ニ フ ィア ンは何 を指 し示 す の で あ ろ うか?

議 会 外 的権 力 を 集結 し よ う と集 まっ た集 会 を 「人民 」 と呼 ぶ こ とが で きる

か とい う問題 をバ トラ ー は丁 寧 に論 じて い く。 「人 民 」 と は、 「あ る種 の ナ シ

ョナ リズ ム 、 あ る い はユ ー トピア主 義 の危 険 を持 つ」(164)言 葉 で あ る か も

しれ な い と して 、記 号 的 意味 が もつ危 う さを指 摘 した上 で 、バ トラ ー は 「人

民 」 を 「空 虚 にな らざ る を得 な い シ ニ フ ィア ン(anindispensableempty

signi且er)」(164)で あ る と言 う

わ れ わ れ は ニ ュ ー ス 映像 や新 聞 ・雑 誌 に掲 げ られ た 写 真 で 、デ モ に 集 う人 々

の姿 を視 覚 的 に確 認 し、 そ こ に 「人民 」 とい うシ ニ フ ィア ンに た いす る シ ニ

フ ィエ が あ る と思 いが ち で あ る 。 な に しろ 人 問 の 身体 が そ こ に存 在 し、 そ の

人 た ち が 何 か の メ ッセ ー ジ を共 有 して 集合 して い る の で あ る の だ か ら。 しか

し、 バ トラ ー は言 う。
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・nopictureofthecrowdcanγeprese7ztthepeo
一ρlewhen

notallthepeoplehavethepowertoassembleinthestreet,

oratleastnotonthesamestreet.(165italicsShimokobe)

動 画 や写 真 に切 り取 られ た群 衆 は 、 そ の 時 そ の場 所 に い る こ とが 出来 な か

っ た 人 を排 除 して い るが ゆ え に 「人民 を表 象 す る こ とは 出来 な い」 の で あ る。

こ う した 画像 は 「何 が 、誰 が 、重 要 で あ る の か を選 択 しそ れ を編 集 した手 段

に す ぎな い」(165)か らで あ る 。

「人 民 」 と は誰 な の か?空 虚 な シニ フ ィ ア ン と して の 「人民 」 の む こ うに

実 体 の あ る シ ニ フ ィエ と して の 人 々 が 立 ち 現 わ れ る こ と は あ るの で あ ろ う

か?バ トラー は言 う。 こ の点 に お い て 、 ジ ャ ッ ク ・デ リ ダ、 エ テ ィエ ンヌ ・

バ リバ ー ル 、 ジ ャ ック ・ラ ンシ エ ー ル らが 議 論 して きた こ とに新 しい こ とを

付 け加 え る つ も りは な い と。 そ ん なバ トラ ーが 「人民 」 とい う記 号 につ い て

唯一 断言 す る こ と、 そ れ は以 下 で あ る 。

Perhaps"thepeople"isthatdθs乞g7zα 認07zthatexceedsany

andeveryvisualframethatseekstocapturethepeople,…

(165italicShimokobe)

表象 に つ い て の二 つ の様 式 が 、 こ こ で は対 比 され て い る こ とに注 目 した い。

一 つ は人 民 を画 像 と して 表 象 す る 「視 覚 的 枠 組 み(visualframe)」 で あ る

が 、 この 方 法 に よっ て は 人民 は再 表 現 され得 な い。 一 方 、 バ トラ ー は 人民 を

「呼 称(designation)」 と して言 語 的 な表 象 で 指 し示 して い る。 つ ま り、"the

people"は 言 語 記 号 と して 指 し示 す 力 の あ る 「呼称 」 だ と言 っ て い る の だ 。

言 語 に よっ て差 し示 め され る"thepeople"に 、 シ ニ フ ィエ が もた ら され る

場 面 に つ い て は 次 の章 で述 べ る こ とにす る。

3.記 号 と して の"thepeople"の 向 こ う で 存 在 を 主 張 す る も の

人民 と して の"thepeople"と い うシニ フ ィア ン を実 在 の 人 々 とつ な ぎ 「こ

れ が 人民 です 」 とい う人 の リス トを作 る こ とは で きな い。 バ トラ ー は以 下 の

よ うに説 明す る 。
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Itneverreallyhappensthatallofthepossiblepeoplewho

arerepresentedbythenotionof"thepeople"showupinthe

sαmespαceandatthθsαnzθtiηnθtoclaimthattheyarethe

people!(165italicsShimokobe)

「人民」 と名指 しされる人すべてが 「同 じ時間」「同じ場所」にいるという

状況はあ り得ない。「人民」を記述するその時間の中に人民を閉じ込めるこ

とはできないし、人民を撮影するその空間の中に人民を囲い込むこともでき

ない。バ トラーはこの記述の少 し後で、現れ損なう人々のケースをいくつか

挙げている一大都市の周辺にいるかもしれず、国境の難民キャンプに集めら

れているかもしれず、監獄あるいは収容所に拘留 されているかもしれないと。

そこまで極端ケースではなくとも、どこかの国民 として安定 した生活を送っ

ている人々でさえ、メディアが 「人民」 として切 り取ろうとする公共の広場

にたまたまいないかもしれない。

それでは、"thepeople"と いう記号は、指 し示す もののない空虚なシニ

フィアンのまま漂 うほかないのであろうか?集 会に集 う人々がその身体をか

けて 「われわれはここにいる」 と表明する手立てはないのだろうか?

バ トラーの中心的テーマである行為遂行的言語がここに登場することは自

然ななりゆきだった。「人民」という用語についてバ トラーは言う。

Theterm"thepeople"doesnotonlyrepresentapγ θθ漉s乙 加g

collectionofpeople;ifitdid,thetermwouldposndαtethe

productionofthecollectivityitself.(169italicsShimokobe)

記 号 と して の"thepeople"の 表 象 機 能 が 述 べ ら れ て い る が 、 時 間 の

前 後 とい う概 念 が 導 入 さ れ て い る こ と に注 目す べ きで あ る 。 指 示 物(the

referent)と して の 人 民 の 集 合 体 は 「前 も っ て存 在 す る(preexist)」 の で

は な く、"thepeople"と い う記 号 は 、 集 団 性 そ の もの が 出 来上 が っ た 「後

に くる(postdate)」 とい う ので あ る。

存 在 して い る 何 か が前 もっ て あ っ て 、 そ の後 、表 象 す る記 号 を そ れ に結 び

つ け る 。 わ れ わ れ は記 号 を使 用 す る に あ た りこ の よ うに思 い こ ん で い て 、記

号 操 作 す る 自分 の 時 間 を軸 に 、 日寺問 の前 後 を設 定 して い る。 そ う した認 知 枠
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を 根 本 か ら 問 い 直 した の は シ ョ シ ャ ナ ・フ ェ ル マ ン(ShoshanaFelman)

の 言 語 行 為 論 の 仕 事 で あ っ た 。3The"te7"αnySpeechAct:Do70.lzLa7z説 施

」.L.Azestin,07・SeductioninTzooLαngeαges(1980,1983)に お い て 、 フ ェ ル

マ ン は 指 示 物 に つ い て 以 下 の よ う に 言 っ て い る 。

…thereferentcannotbeattaineddirectly:itcanonly

beapproachedoraimedatthroughtheintermediaryof

language,whichalonecarrieswithit…akindofknowledge

havingtodowithreality:(76)

・thereferentisitselfproducedbylanguageasitsown

effect.(76-77italicFelman)

Thereferentisnolongersimplyapreexistingsuめstαnoθ,

butanαot,thatis,adynamicmovernentofmodificationof

reality.(77italicsFelrn.an)

今 か ら四 十年 近 く前 に フ ェ ル マ ンが 唱 え て い た こ と。 そ れ は、 記 号 に よ っ

て指 し示 され る もの(thereferent)は 、物 質(substance)で は な く行 為(act)

で あ る とい うこ とだ っ た 。指 し示 され る もの は前 もっ て存 在 す る の で は な く、

言 葉 の効 果(effect)と して の行 為(act)の 中 に生 じて くる。

言 語行 為 論 の神 髄 は こ こに あ り、バ トラ ー もこ れ を使 っ て議 論 を展 開 して

い る 。 人 民 が 「自己 を指 し示 し、 自己 と して集 合 す る とい う行 為 を通 して 人

民 を形 成 す る 方法 」(170強 調 バ トラ ー)が あ る とす れ ば、 そ れが 「反 復 的

行 為 化(repeatedenactments)」 だ と言 うの で あ る。 「人民 」 とい う言 葉 は 、

そ の記 号 を 身 に つ け る た め に 、言 葉 と身体 とを か け て行 為 す る 中 か ら、 そ の

効 果 と して 「人 民 」 とい う生 の指 示 物 を獲 得 し続 け て い く記 号 な の で あ る。

とす れ ば 、先 にバ トラ ーが 主 張 す る よ うに 、 「人 民 」 とい う言 語 、 「人民 」 と

い う画像 が 人民 す べ て を 包括 して指 し示 す こ とは な い に して も、 言 語 行 為 と

して 「人民 」 が 行 為 化 され る無 限 の 時 間 と空 間が そ こ に広 が っ て い る こ とに

な る 。 人 々が 身体 を か け て 集合 し、 身体 の一 部 を使 っ て言 葉 を声 にす る場 面

は ど こに あ る の だ ろ うか?
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4."WethePeople"の パ フ ォ ー マ テ ィ ヴ ィ テ ィ

集会 に 集 う人 々 は プ ラ カ ー ドや コ ー ル の言 葉 に 自分 た ち の要 求 を こ め て い

る 。 しか し、バ トラ ー は言 う。 集会 とい う場 は 「そ れ らが 行 う特 定 の諸 要 求

に先 立 ち 、 そ れ とは 別 に 、既 に意 味 を持 っ て い る」(8)と 。 集 ま っ た 人 々 は、

労 働 条件 や 自然 環 境 や 人権 問題 とい っ た言 語 化 され た主 張 を 唱 え て い る よ う

に見 え るが 、 彼 らの 身 体 に具 体 化 され た(embodied)そ の 行 動 は、 指 し示

され え ぬ 空 虚 な 記 号 で あ った 「人 民 」 に指 示 物(thereferent)と して の実

体 が そ こ に 出現 して い る の だ と主 張 して い る の で あ る。

行 為 遂 行 的 な もの は 身体 と言 語 との 混 交 の 中 で 稼 働 す る 。 彼 らは声 を あ

げ る。"Thepeople"は こ こ に い る と。"thepeople"が シ ニ フ ィエ を欠 い

た 記 号 で あ る と い う な ら ば、 そ れ を声 にす る 人 間 が 生 身 のthereferentと

して こ こ にい る と。"WethePeople"は 、声 にの せ られ る と きWearethe

People.と い う文 章 に 仕 立 て 上 げ られ る 。 そ の と きわ れ わ れ は 、 フ ェ ルマ ン

の 言 う 「効 果 と して のreferent」 が 立 ち あ が る瞬 間 を 目撃 す るの で あ る。

バ トラー は 言 語 行 為 と して の"WethePeople"が 「唱 え られ た瞬 間 か ら

自 らを 「人民 」 と して構 成 し よ う とす る」(175)声 で あ る と言 うが 、彼 女 が

強 調 す る の は そ の 声 の複 数 性で あ る。 た しか にWeと い う か らに は、 複 数 の

人 間 が い な くて は な らな い 。

Someonesays"we"withsomeoneelse,orsomegroup

saysittogether,perhapschanting,ortheywriteitand

senditoutintotheworld,ortheystandonebyone,or

perhapsprovisionallytogether,motionlessandwordless,

enactingassembly;whentheysayit,theyseektoconstitute

themselvesas"thepeople"fromthemomentinwhichitis

declared.(175)

"WethePeople"は
、 空 間 を超 え て 他 者 と共 に唱 和 され る。 そ して 注 目

した い の は そ の 時 間性 で あ る。 「そ れ が 唱 え られ た 瞬 間 」 に言 語 行 為 の 意 味

が 出現 す る とい うの な ら、 こ の フ レーズ は 同 時性 と未 来性 とを兼 ね備 え た普

遍 の 日寺間 の 中 に あ る こ とに な る 。
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人 が 集 まっ て 、声 を合 わせ て 唱 え る とい う状 況 をバ トラ ー は あ る メ タ フ ァ

ー を こ め て 表 現 す る。 音 楽 に通 じ る レ トリ ック で あ る。 ハ ンナ ・ア レ ン ト

(HannahArendt)は 、 「市 民 の抵 抗 の 中 で 、 集 合 して声 を挙 げ る者 た ち の

行 為 」 をtheirconcertedactionspringsfromanagreementwitheach

other(Arendt56)と 表 現 した。4バ トラ ー の レ トリ ック に もそ れが 現 れ て

い る 。

…actinginconceTtcanbeanembodiedformofcallinginto

questiontheinchoateandpowerfuldimensionsofreigning

notionsofthepolitical.(9italicsShimokobe)

音 楽 を 奏 で る 場 を、 演 奏 者 と し て あ る い は 聴 衆 と して 共 有 す る の が

concertと い う場 で あ る。 とす れ ば 、 他 の 人 と共 同で 何 か をな す とい う意 味

でinconcertが 使 わ れ た バ トラ ー の レ トリ ッ ク に は 、`WethePeople"

とい う掛 け声 に音 楽演 奏 の効 果 一 同 じ瞬 間 に 同時 に複 数 の音 が 鳴 り響 きそ れ

を そ の場 に居 合 わせ た 人 々 の 身体 が 共 有 す る一 を持 たせ よ う と した もの で あ

る と言 え よ う。

※

言 う まで もな いが"WethePeople"は 合 衆 国 憲 法 の 冒頭 の 三 語 で あ る 。

WethePeopleoftheUnitedStates,inOrdertoformamore

perfectUnion,establishJustice,insuredomesticTranquility,

provideforthecommondefence,promotethegeneral

Welfare,andsecuretheBlessingsoflibertytoourselvesand

ourPosterity,doordainandestablishthisConstitutionfor

theUnitedStatesofAmerica.

長 々 しい 文 章 で は あ るが 、WethePeopleと い う主 語 に対 し、動 詞 は 四行

下 のdoordainandestablishで あ り、 こ こで 、 合 衆 国憲 法 の 制 定 が 行 為 遂

行 的 に行 わ れ て い る 。新 国家 建 設 の た め に集 ま っ た 人 々 は、 み な で声 を 出 し
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合 っ て"WethePeople"を 唱和 す る。 イ ギ リ ス とい う権 力 に た いす る 自分

た ち 「人 民 」 の存 在 を ここ に可 視 化 す る とい う意 気 込 みが パ フ ォー マ テ ィ ヴ

な 言 語 と して行 為 を さそ い 、 時 空 間 を超 越 した宣 言 と して憲 法 の 冒頭 に置 か

れ て い る 。 そ の 瞬 間 、 瞬 間 に 、 そ の場 に 集 う人 々が 「人民 」 とい う記 号 の実

体 と して の シ ニ フ ィエ と な る 国 、 そ れ が ア メ リ カ合 衆 国 で あ る とい う誇 り。

そ こに 「自己生 成 の言 語 形 式 が 作 動 」(175)し て い る の で あ る。

`WethePeople"は 「宣 言(declaration)」(176)で あ り 「引 用(citation)」

(176)で あ る とバ トラ ー言 う。声 に だ され て 断言 され る そ の文 言 は 、 別 の時

間 、 別 の 空 間 に響 い た言 葉 の 引用 ・反復 で あ るが 、 そ の行 為 遂 行 的力 が 稼 働

す る と き、 そ の た び に そ の場 で新 た な意 味 を生 じ させ る。 わ れ わ れ とい う複

数性 の 中 、 自分 の 身体 を か け て 「人民 」 の シ ニ フ ィエ は提 示 され続 け る の で

あ る 。5

5.集 会 の 場 で 起 こ っ て い る こ と(2)-precarityの 共 有

本 書 の タ イ トル はNotesTozu'α γdαPe7'fo7nmαMeTheo?・y(～ プAssembLyで あ

る 。 い つ もは研 ぎ澄 ま され た理 論 を展 開す る ジ ュ デ ィス ・バ トラ ー で あ るが 、

本 書 を一 読 して 感 じる の は 、assemblyと い う概 念 が 身体 感 覚 の裏 打 ち を込

め て論 じ られ て い る こ とだ 。 集会 参 加 者 の 身体 が そ の場 に存 在 し、 そ の 身体

か ら出 る 声 を か け て(無 言 の場 合 は そ の沈 黙 を か け て)意 思 表 示 をす る こ と。

そ れ が 「議会 」 に た い す る 人民 の 「集 会 」 の意 義 で あ っ た。

で は2015年 に 出版 され た本 書 で扱 わ れ て い る集 会 とは どの よ うな種 類 の も

の で あ る の だ ろ うか?二 十 一 世 紀 グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ンの世 界 に お い て新 自

由 主 義 の 中 で生 きる 「わ れ わ れ」 の集 会 。バ トラ ーが あ え て議 論 しよ う と し

た 集会 は これ で あ る 。 で は 、 そ の集 会 は何 を表 現 す る と言 うの か?

・therearewaysofexpressinganddemonstrating!)γecaγity

thatimportantlyengageembodiedactionandformsof

expressivefreedomthatbelongmoreproperlytoμ る襯o

α∬emわty.(10italicsShimokobe)

「集会」において参加者がその身体をかけて表現されているもの として、
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バ トラ ー はprecarityと い う概 念 を提 示 す る。6この 語 は 日本 語 訳 で は 「不 安

定性 」 と翻 訳 す る ほ か な い の で あ るが 、 そ れ だ け で はバ トラ ーが 意 味 しよ う

と した状 況が う ま く伝 わ らな い危 険が あ る。

そ も そ も バ ト ラ ー は2004年 に 出 版 し たP?・θoω勿 循 五舵!The-Poω θγs(～プ

Moze7・n・ingαndVioten・ceに お い てprecariousと い う言 葉 を用 い て い る。9.11

で テ ロ の暴 力 に さ ら され た ア メ リカ 人 は 、攻 撃 して きた側 とア メ リ カ 国家 の

関係 が理 解 で きず 、 そ れ ゆ え に 自分 とい う個 人 と外 界 との 関係 の脈 絡 が 見 え

な くな っ た 。 そ の不 安 がprecariousと い う言 葉 に 託 さ れ た の で あ る。 「「触

発 す る言 葉」 で バ トラ ーが 展 開 して い た被 傷 性 の 議 論 が9.11を 経 て反 復 さ れ

る と国家 とい う次元 の分 析 に流 れ込 み 、 ア メ リカ 国家 の被 傷 性 へ とつ なが っ

て い った 」(下 河 辺82)の で あ る 。 国 家 が 外 界 と接 す る境 界 線 が 破 られ た こ

とに よ って 生 々 し く現 実 の生 活 に 立 ち現 わ れ た 被 傷 性(vulnerability)。 こ

れ が この 時 のバ トラ ー の テ ー マ で あ っ た♂

そ れ か ら十 年 以 上 が た ちprecarityの 意 味 は変 質 して い る。 新 自 由主 義 経

済 の 中 でバ トラ ーが 目撃 したprecarityは 以 下 の よ うに構1造化 され てい る。

…itisstructuredintotheinstitutionsoftern ,porarylabor

anddecirnatedsocialservicesandthegeneralattrition

oftheactiverernnantsofsocialdemocracyinfavorof

entrepreneurialmodalitiessupportedby vfZeγce乞deoZogiesof

②7zd乞羽(加 α1γθsponsibitityandtん θoわ 吻 ・αt乞ontomαximZ2e

oη θ'sownηzα γんθ孟vαlueαstん θz乙乙timαteα 乞m乞nt7fe.(15

italicsShirnokobe)

この引用では、人と社会の関係の中で、そこに生 きる人間の立ち場を不安

定にする要素が挙げられており、義務 という形で心理的な倫理を押 し付ける

ことが指摘 されている。引用の前半では、個人の人生に起 きる困った事態に

対する社会からの保障が減少 していくことの具体例が挙げられている。この

場合、不安定性 とは人の属性をさしているわけではない。人と社会 との関係

の見通しが不安定なのであ り、人はそのことに不安をつのらせるのだ。8後

半では、そ うした社会が企業家的様式(entrepreneurialmodalities)を

倫理的指標 として掲げるとき、そこに生 きる人間にどのような義務を課すの
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か が 説 明 され て い る。 バ トラー が 挙 げ て い る の は 「自己 責 任 」(individual

responsibility)と 「自分 の市 場 価 値 の最 大 化 とい う義 務 」(theobligation

tomaximizeone'sownmarketvalue)と い う二 つ で あ り、 こ れ は どち ら

も心 理 的要 求 で あ る 。

自分 の い る社 会 か ら心 理 的 要 求 を突 きつ け られ て い る場 合 、 人 は そ れ を

倫 理 規 範 と して 受 け 入 れ る。 人 生 の 究 極 の 目的 と して 「自分 の 市 場 価 値 を

最 大 化 せ よ」 とい う声 が 聞 こ え て くる と き、 人 は無 条 件 に そ の 指 令 に従 順

に な る。 そ ん な 中 、 も し生 活 を維 持 して い くこ とに経 済 的 に失 敗 した 場 合 、

そ の 理 由 は ひ とえ に本 人 に還 元 され る こ とに な る 。 「不 安 定 化 」 とい う事 態

は 、 自分 と社 会 との 関係 の 中 に居 座 っ て 、 人 々 を不 安 と絶 望 に追 い や る の だ

が 、 そ う した心 理 が 行 きつ く先 に は 自立 に失 敗 した 自分 が 「使 い捨 て 可 能 」

(disposal)で あ る とい う絶 望 で あ る。 バ トラ ー の 議 論 は新 自由 主 義 機 構 に

お け る こ う した負 の連 鎖 を 次 の よ うに説 明す る 。

Themoreonecomplieswiththedemandof"responsibility"

tobecomeself-reliant,themoresoo乞 α吻 ②so妬 θdone

becorn.esandthemorePγeoαr②ozesonefeels;(15italics

Shimokobe)

社 会 的 な孤 立 。バ トラ ーが 見据 え た二 十一 世 紀 の社 会 の現 状 が こ れ で あ る

とす れ ば 、 集会 の 意味 が そ こ に集 約 され て い くの は 自然 の成 り行 きで あ っ た。

集会 で 起 こっ て い る こ と。複 数 の 人 間が 集 ま っ て行 動 す る こ とに よ る効 果

とは 、 「自分 の 置 か れ て い る状 況 を他 の 人 た ち も共 有 して い る(asituation

isshared)」(18)こ とを 知 り、 そ の こ と を互 い に 明 言 し合 う こ とで あ る。

文 字 に書 か れ た要 求 を突 きつ け る とい う表 向 きの 目的 は そ の後 につ い て くる。

人 々 は、 状 況 が 共 有 され た こ とを確 認 した 上 で、 「経 済 的 な 自己 充足 とい う

道徳 規 範 を押 しつ け て くる個 人化 した道 徳 倫理 に(声 を そ ろ え て)異 議 を 申

し立 て る 」(18)の で あ る。

おわりに その場に立 ち現われること

2001年 の9.11後 に ア メ リカ を襲 っ たprecariousな 状 態 は 、 国家 イ デ オ ロ ギ
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一 の 次元 に お い て 人 々 に もた ら され た もの で あ っ た。 本 書 出版 の2015年 の新

自由 主 義 社 会 に蔓 延 しつ つ あ るprecarityは 経 済 シ ス テ ム の 中 で生 じてお り、

イデ オ ロ ギ ー に還 元 され る とい う よ り人 間心 理 の奥 に蓄 積 した もの で あ っ た。

この 場 合 、 自分 がprecariousな 存 在 で あ る こ とに 気 付 きに くい た め 、 人 は

道 徳 的 指 標 に従 順 で あ ろ う と してprecariousな 立 場 に 自 ら入 り込 ん で い く

の で あ る 。

そ ん な 中 、 こ の本 か らメ ッセ ー ジ を受 け取 る とす れ ば、 次 の一 文 に集 約 さ

れ る よ うに思 わ れ る 。

Showingup,standing,breathing,moving,standingstill,

speech,andsilenceareallaspectsofasuddenassembly,and

unforeseenformofpoliticalperformativitythatputs伽 α配 θ

乙7feattheforefrontofpolitics.(18italicsShimokobe)

立ってその場にいること、呼吸 してその場にいること、動いたり静止 した

り声 を出 したり沈黙 した りしてその場にいること。すべて 「姿を現す こと」

の形である。集会 という場に集まることにより、自分の内面に言語化されず

にいた何かを共有するとき、自分の状況が個人の生 き方の帰結なのではなく

社会的にもたらされたものであるという洞察が人々の問に沁み込んで くる。

「生存可能な生」を政治の場に置 くということは、イデオロギーでも理性で

もなく、身体をかけたパフォーマンスなのである。

集まりの中に身を置くことにより、自分がからめとられている社会的経済

的構造の中で挙げられなかった声を共有できるように。硬直 してしまった身

体を緩める音頭取 りの書 として、この本は二十一世の新自由主義の社会に届

けられたのかもしれない。

そんな本書の日本語訳は2018年 、日本社会にもたらされた。おりしも安倍

政権にたいする異論が同時多発的に出ている時期である。国会前を始めとし

て、全国各地でデモや集会が開かれている。バ トラーからの呼びかけは確か

に世界各地へ向けられたものであったが、集会に関していうとき日本には少

し特殊な事情がある。一つは、議会 としての集会にたいする人民の集会 とい

う構図で声をあげることに日本人は慣れていない。アメリカの独立戦争のよ

うに権力に対 して人民主権を表立って唱え、母国という権威に銃を向けたと
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いう場面が 日本の歴史にはない。二つ 目には、七十年前に戦争に負けた後、

日本国家の再建がひとえにアメリカー国にゆだねられたとこが もたらす影響

が今 日まで政治 ・社会 ・文化の深層に潜伏 していることもまだはっきり言語

化 されているとは言えない。後者については、日本は敵 としてのアメリカを

認知 しそこなったまま戦後社会を建設 してきていると言えるのであるが、こ

のテーマに関しては別の原稿で述べた。9

※

Webste7"'sThirdNeωlnternαtionαlDictionα7・yのassemblyの 意 味 を 冒 頭

で 説 明 し た が 、 最 後 に そ の4aを あ げ て お こ う 。

asignalgivenbydrum,bugle,trumpet,orallfieldmusicfor

troopstoassembleorfallin

ドラム や トラ ンペ ッ トな ど野 外 で奏 で る音 楽 の意 味 で あ る とい うな らば 、

assemblyと は 、兵 士 と して で は な く、 一 市 民 と して 、 そ の 音 楽 の リズ ム に

合 わせ て声 を 出 し、 身体 で行 為 す る合 図 な の で は な い だ ろ うか。

11
,tobringorsummontogetherintoagroup,crowd,company,

assembly,orunit2.tobringtogetherと し て 、 目 的 語 に はstatistics,

data,library,partsofaradiosetな どが 例 文 に あが っ て い る 。

2バ トラ ー は
、 人が 集 合 して い る様 子 を表 現 す る の に時 と して音 楽 の メ タ

フ ァ ー を使 う。 こ こ で は 「編 成 され た集 合 体 」 とい う意 味 でorchestrated

collectivityと 言 って い る。 このorchestrateと い う言 い方 は デモ ク ラ シ ー 的

な枠 組 み の 形 を 表現 す る と きに も 「多 孔 的性 格 を編 成 す る(toorchestrate

theirporouscharacter)こ とが で きる枠 組 み 」(164)で 使 わ れ て い る 。

3バ トラ ー は 自分 の著 書 に お い て フ ェ ル マ ンの仕 事 につ い て一 応 言 及 は し

て い る 。 しか し、本 書 にお い て もフ ェ ルマ ン を取 り上 げた の は2か 所 にす ぎず 、

ス ピー チ ア ク トの記 号 的特 質が 行 為 遂 行 的要 素 の故 で あ る とい う重 要 な点 に

お い て は 、 フ ェ ル マ ンを使 わず に 自 らの議 論 の よ うに展 開 して い る。

一15一



　せ　　り

下河辺美知子 排 除/包括 を演 じる集会一 ジュディス ・バ トラー 「アセンブリ』への応答一

4"CivilDisobedience"の 中 の フ レー ズ で あ る
。conscientiousobjec-

torsに 対 してcivildisobedientsの 定 義 を述 べ て い る部 分 で、 そ の集 会 の特

徴 はboundtogetherbycommonopinion,ratherthanbycommonin-

terestで あ る と言 う。 そ の よ う な人 々が 協 調 して行 動 す る と き にconcerted

actionと い う言 い 回 しが 使 わ れ て い る。

5日 本 国 憲 法前 文 の 冒頭 と
、合 衆 国 憲 法 前 文 の 冒頭 を比 べ て み た い 。"We

thePeople"で は 、掛 け 声 と して の声 を国 民 が 聞 き合 っ て い る。 そ れ に対

して 前 者 は 「日本 国 民 は」 で 始 まっ て い て 、 声 は外 か ら聞 こ え て くる の で 、

誰 が 誰 に向 か っ て い っ て い る の か とい う問 題 が 宙 づ りに な っ た ま まで あ る。

また 、 「日本 国 民 は、 正 当 に選 挙 され た 国 会 にお け る代 表 者 を通 じて 行 動 し」

とは じ まっ た 後 、「日本 国民 」が な すべ き行 動 が 「～を確 保 し」「～ を決 意 し」「～

を 宣言 し」 と三 つ続 き、最 後 に 「こ の憲 法 を確 定 す る」 とい う行 為 が 示 さ れ

て い る。 た しか に行 為 遂 行 的 な レ トリ ックで は あ る が 、 しか し、 「憲 法 を確

定 す る」 が 、 そ の他 四 つ の 国民 行 動 と並 列 に並 べ られ て い て、 「法 の 中 の法

の 制 定行 為 」 とい うメ タ レベ ル の行 為 が 浮 き上 が っ て は こ な い。

6precarityはprecariousと い う形 容 詞 を名 詞 に した もの で あ るが
、 こ の

言 葉 を載 せ て い な い辞 書 も多 い 。 こ の 名 詞 は2000年 あ た りか ら、 予 測 不 能

性 、 職業 の不 安 定 性 、心 身 の福 祉 に お け る不 安 定 さ とい っ た意 味 で使 わ れ始

め た 。新 自由 主義 経 済が グ ロ ーバ ル ス タ ンダ ー ドと して世 界 を覆 う時 期 と重

ね て 、 資 本 主 義 社 会 にお け る労 働 者 と して の 個 人 の 位 置 や心 理 と関係 した

意 味 を与 え ら れ て 広 ま っ た 様 子 が わ か る。Standing,Guy,The-Precα7・dat:

TheNezo-DαngerousClαss.(BloomsburyAcademic.2011.)の タ イ トル で

はprecariousな 階級 をprecariatと 命 名 して い て興 味 深 い。

7こ の被 傷 性 は 自分 の生 命 ・運 命 を他 者 に依 存 して い る とい う認 識 に そ の

基 盤 を 置 い て い る 。バ トラ ー は次 の よ うに言 う。

Oneinsightthatinjuryaffordsisthatthereareothersoutthere

onwhommylifedepends,peopleIdonotknowandmaynever

know.Thisfundamentaldependencyonanonymousothersisnota

conditionthatIcanwillaway.(Pγ θoαγ乞o窃8五擁,xii)

8precarityは 弱 者
、 失 敗 者 に の み 当 て は め ら れ る と い う の で は な

い 。 バ トラ ー はprecarityの 一 般 化 を以 下 の よ う に言 っ て い る。Weareall

unknowingandexposedtowhatmayhappen,andournotknowing
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isasignthatwedonot,cannot,controlalltheconditionsthat

constituteourlives.(21)

9"ErasureofVoiceinPost -WarJapan:Derrida
,Caruth,Oe"in

TheJozる γπαω プ五乞古θ?・αtz↓γθ απd7う ・αzるηzαStudies(UniversityofNebraska

Pressforthcorning)
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